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三
七

は
じ
め
に

　

本
稿
で
い
う
「
円
仁
文
書
」
と
は
、
入
唐
僧
円
仁
の
旅
行
記
『
入

唐
求
法
巡
礼
行
記
』（
以
下
『
行
記
』
と
略
称
）
に
収
録
さ
れ
た
文

書
の
う
ち
、
円
仁
自
身
の
手
で
記
し
提
出
し
た
文
書
を
い
う
。
円
仁

は
日
本
の
承
和
五
年
（
八
三
八
）
に
博
多
津
を
出
航
し
、
承
和
十
四

年
（
八
四
七
）
に
帰
国
し
た
。
こ
の
間
、
彼
は
中
国
各
地
を
巡
り
、

行
く
先
々
の
官
署
・
寺
院
・
個
人
宛
に
多
く
の
文
書
を
提
出
し
た
。

『
行
記
』
に
は
そ
れ
ら
が
抄
録
さ
れ
、
さ
ら
に
は
円
仁
が
受
け
取
っ

た
文
書
も
筆
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
比
較
の
都
合
上
、
円
仁

が
記
し
た
文
書
を
取
り
上
げ
る
。

　

一
方
、
円
珍
は
仁
寿
五
年
（
八
五
三
）
に
新
羅
商
人
の
船
で
入
唐

し
、
天
安
二
年
（
八
五
八
）
に
唐
商
人
の
船
で
帰
国
し
た
。
彼
も
唐

で
の
経
歴
を
旅
行
記
『
行
歴
抄
』
に
記
し
た
が
、
円
仁
と
は
違
っ

て
、
唐
で
提
出
し
た
文
書
を
旅
行
記
に
抄
録
せ
ず
、
そ
の
原
本
を
残

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
「
円
珍
文
書
」
と
は

『
園
城
寺
文
書
』
第
一
巻）

（
（

に
採
録
さ
れ
た
円
珍
関
係
文
書
の
う
ち
、

円
珍
自
身
の
手
で
作
成
し
、
唐
の
官
署
・
個
人
宛
に
提
出
し
た
文
書

を
い
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
申
請
文
書
の
多
く
は
過
所
（
通
関
手

形
）・
公
験
（
旅
行
証
明
書
）
で
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
か
ら
元

文
書
で
あ
る
円
珍
作
成
の
文
書
を
抽
出
し
、
比
較
対
象
と
す
る
。

　
『
行
記
』
は
日
本
人
僧
の
円
仁
が
入
唐
し
て
、
中
国
各
地
を
巡
礼

し
な
が
ら
得
た
見
聞
を
漢
文
で
つ
づ
っ
た
日
記
体
の
旅
行
記
で
あ
り
、

九
世
紀
の
中
国
の
社
会
・
風
俗
を
再
現
す
る
重
要
な
文
献
で
あ
る
。

円
仁
の
事
績
を
追
究
す
る
の
み
な
ら
ず
、
唐
代
の
社
会
や
歴
史
に
つ
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「
状
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文
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と
書
式
分
析

　
　

円
珍
文
書
・
敦
煌
文
献
と
の
比
較
を
通
じ
て　
　

�
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三
八

い
て
研
究
す
る
場
合
に
も
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
従
来
の
『
行
記
』
を
め
ぐ
る
諸
研
究）

（
（

は
主
に
唐
代

の
仏
教
、
都
市
、
社
会
、
政
治
経
済
、
交
通
地
理
な
ど
に
関
す
る
記

述
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、『
行
記
』
に
見
え
る
文
書
に
関
す

る
考
察
に
つ
い
て
は
、
青
木
孝
氏）

（
（

と
中
村
裕
一
氏）

（
（

の
研
究
し
か
見
ら

れ
な
い
。
前
者
は
円
仁
の
書
状
に
訳
注
を
施
し
、
官
府
宛
の
書
状
を

公
牘
、
個
人
宛
の
書
状
を
半
公
牘
と
し
、
一
部
の
牒
と
挨
拶
状
を
例

に
『
司
馬
光
書
儀
』（「
書
儀
」
と
は
文
書
の
書
式
案
例
）
や
敦
煌
文

献
と
比
較
し
、
書
状
の
言
語
に
簡
単
な
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、

後
者
は
空
海
・
円
仁
の
書
札
に
見
え
る
「
謹
空
」
の
語
を
考
察
し
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
円
仁
文
書
の
一
部
し
か
取

り
上
げ
て
お
ら
ず
、
数
多
く
あ
る
円
仁
文
書
が
ど
の
種
類
の
文
書
に

該
当
し
、
彼
の
巡
礼
生
活
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た

か
に
ま
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　

唐
代
の
官
文
書
に
は
、
官
府
間
で
授
受
さ
れ
る
符
式
（
下
達
）・

解
式
（
上
申
）・
移
式
（
平
行
）
と
、
官
府
内
の
本
局
と
別
局
間
で

授
受
さ
れ
る
牒
式
（
下
達
）・
刺
式
（
上
申
）・
関
式
（
別
局
間
で
の

平
行
）
の
合
計
六
種
類
が
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
『
唐
六
典
』
に
は
、

個
人
の
発
す
る
文
書
と
し
て
、
官
人
の
上
申
文
書
た
る
牒
式
が
、
ま

た
庶
人
の
上
申
文
書
の
辞
式
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

実
際
に
使
わ
れ
た
原
文
書
で
あ
る
敦
煌
文
献
に
は
、
上
述
の
文
書
の

ほ
か
に
、
官
府
・
官
人
が
下
達
す
る
「
帖
」
式
、
官
府
・
官
人
が
発

す
る
「
状
」
式
の
存
在
が
確
認
で
き
る）

（
（

。
一
方
、『
行
記
』
に
収
録

さ
れ
た
円
仁
文
書
に
は
、
個
人
と
し
て
官
府
・
寺
院
に
提
出
し
た
公

的
文
書
、
及
び
官
人
・
僧
侶
に
発
し
た
私
的
文
書
な
ど
が
あ
る
。
そ

れ
な
ら
ば
、
唐
の
官
文
書
と
円
仁
の
提
出
し
た
公
的
文
書
と
は
、
書

式
上
ど
の
程
度
共
通
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
共
通
し
な
い

の
か
。
こ
れ
は
、
当
時
の
中
国
に
入
国
し
た
外
国
人
の
行
動
意
識
に

関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
当
時
の
い
わ
ば
民
間
に
お
け
る

日
中
交
流
の
実
態
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

円
仁
文
書
を
取
り
上
げ
て
、
こ
の
問
題
に
迫
っ
て
み
た
い
。

　

な
お
、
円
仁
文
書
を
円
珍
文
書
・
敦
煌
文
献）

（
（

と
比
較
す
る
と
は

い
っ
て
も
、
切
り
口
を
定
め
ず
に
闇
雲
に
比
較
し
て
は
、
か
え
っ
て

収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
円
仁
文
書
を
分

類
し
、
そ
の
後
に
そ
れ
ら
を
円
珍
文
書
・
敦
煌
文
献
と
比
較
す
る
手

順
を
踏
む
。
ま
た
、
本
稿
で
示
す
円
仁
文
書
の
丸
番
号
は
、『
行
記
』

抄
録
の
文
書
を
登
場
順
に
通
し
番
号
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
「
状
」
文
書
を
取
り
上
げ
る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
文
書
番
号
は

本
稿
に
は
現
れ
な
い
。

第
一
節
　
円
仁
文
書
の
種
類

　

唐
代
の
公
的
な
上
申
文
書
に
つ
い
て
は
、『
唐
六
典
』
巻
一
、
尚

書
都
省）

（
（

に
、
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三
九

　
　

�

凡
下
之
所
以
逹
上
、
其
制
亦
有
六
、
曰
表
・
状
・
牋
・
啓
・

辭
・
牒
。
表
上
於
天
子
、
其
近
臣
亦
為
状
。
牋
、
啓
於
皇
太
子
、
然
於
其
長

亦
為
之
、
非
公
文
所
施
。
九
品
已
上
公
文
皆
曰
牒
、
庶
人
曰
辭
。

と
あ
り
、
同
書
巻
八
、
門
下
省）

（
（

に
は
、

　
　

奏
抄
・
奏
彈
・
露
布
・
議
・
表
・
状

の
六
種
が
見
え
る
。『
行
記
』
に
は
円
仁
文
書
は
合
計
三
十
九
通
認

め
ら
れ
、
大
別
す
る
と
、
状
・
牒
・
施
舎
疏
の
三
種
類
の
書
式
に
分

類
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
、
円
仁
文
書
の
「
状
」
文
書
に

視
点
を
絞
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。
本
稿
で
い
う
「
状
」
文
書
と

は
、（
１
）『
唐
六
典
』
に
見
え
る
上
申
文
書
の
状
、（
２
）
私
的
な

書
状
を
い
い
、
そ
の
用
途
と
内
容
に
よ
っ
て
、
申
状
・
献
物
状
・
起

居
状
・
乞
賜
物
状
・
謝
賜
物
状
に
分
類
す
る
。

１
．
申
状

　

右
の
『
六
典
』
に
よ
れ
ば
、「
状
」
は
官
人
が
皇
帝
や
そ
の
近
臣

に
対
し
て
用
い
る
上
達
文
書
と
規
定
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
地
方
官

府
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
敦
煌
・
吐
魯
番
文
書
か
ら
確
認

さ
れ
、
唐
代
の
「
状
」
は
、
臣
下
が
皇
帝
に
上
奏
す
る
際
の
「
状
」

と
、
官
人
が
上
級
官
府
に
上
申
す
る
際
の
「
状
」
が
存
在
す
る）

（
（

。

『
司
馬
氏
書
儀
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
奏
状
式
」
と
「
申
状
式
」
の
書

式
が
記
さ
れ
る
。
中
村
裕
一
氏
は
、
実
例
を
用
い
な
が
ら
唐
代
公
式

令
の
定
め
る
状
様
式
を
復
元
し
た
後
、
そ
れ
が
宋
代
の
奏
状
式
と
同

一
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
唐
代
に
は
申
状
式
に
相
当
す
る
状
も
存
在

し
た
こ
と
を
確
認
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。

　

し
か
し
、
上
述
の
「
状
」
は
官
府
・
官
人
の
使
用
す
る
上
行
文
書

（
上
達
文
書
）
で
あ
り
、
円
仁
文
書
の
申
状
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

官
府
・
寺
院
宛
の
事
情
説
明
・
公
験
申
請
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
申
状
は
官
人
・
官
府
間
の
上
行
文
書
の
み
な
ら

ず
、
百
姓
が
所
属
の
官
府
・
官
人
に
発
す
る
文
書
と
し
て
も
使
わ
れ

て
い
た
。
呉
麗
娯
氏
は
唐
後
期
か
ら
五
代
に
編
年
さ
れ
る
敦
煌
文
献

に
は
、
奏
状
及
び
州
県
間
の
上
行
文
書
と
し
て
の
申
状
は
見
え
な
く

な
り
、
帰
義
軍
官
人
ま
た
は
僧
侶
・
道
士
ら
の
個
人
か
ら
節
度
使
ま

た
は
長
官
に
発
す
る
状
が
増
え
て
い
る
。
帰
義
軍
管
轄
地
域
で
は
個

人
か
ら
直
接
、
節
度
使
に
上
申
で
き
た
と
い
う
現
象
を
反
映
し
て
い

る
）
（（
（

と
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
唐
後
期
に
お
い
て
、
上
申
文
書
の
状

は
百
姓
が
官
府
・
官
人
に
発
す
る
文
書
と
し
て
も
広
く
使
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
円
仁
の
状
に
も
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
小
野
勝
年
氏）

（（
（

・
呉
麗
娯
氏）

（（
（

は
、『
司
馬
氏
書
儀
』
を
も
と
に
、

唐
代
に
も
「
申
状
」
と
呼
ば
れ
る
書
式
が
あ
っ
た
と
述
べ
た
が
、
赤

木
崇
敏
氏
は
唐
代
で
は
「
申
状
」
と
い
う
官
文
書
の
様
式
は
な
く
、

た
だ
「
状
」
と
し
か
呼
ば
ず
、「
申
」
と
「
状
」
と
は
全
く
別
の
書

式
で
あ
る
と
論
じ
た）

（（
（

。
本
稿
で
は
、
便
宜
上
、
円
仁
か
ら
官
府
・
寺

院
宛
の
上
申
文
書
を
申
状
と
称
す
る
。

　

円
仁
の
巡
礼
生
活
に
お
い
て
最
も
頻
繁
に
使
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
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申
状
で
あ
る
。
円
仁
は
最
後
の
遣
唐
使
に
同
行
し
て
唐
に
留
学
し
た

が
、
も
と
も
と
請
益
僧
（
入
唐
僧
の
う
ち
短
期
間
留
学
僧
）
で
あ
っ

た
た
め
、
目
指
す
天
台
山
へ
は
旅
行
許
可
が
下
り
ず
、
空
し
く
帰
国

せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
態
に
陥
っ
た
。
入
唐
求
法
の
宿
願
を
叶
え
る
た

め
に
、
円
仁
は
唐
で
の
不
法
滞
在
を
決
意
し
、
海
州
東
海
県
で
遣
唐

大
使
一
行
か
ら
離
れ
、
張
宝
高
（
張
保
皋
）
設
立
の
赤
山
法
華
院
に

寄
寓
し
た
。
管
轄
官
署
の
文
登
県
か
ら
円
仁
一
行
の
状
況
を
報
告
す

る
よ
う
に
と
督
促
す
る
県
帖
が
下
り
、
そ
れ
に
返
答
し
て
円
仁
は
次

の
文
書
②
を
作
成
し
た
（
丸
番
号
は
後
掲
表
一
の
文
書
番
号
と
対
応
、

以
下
同
じ
）。

　

�

日
本
國
僧
一
人
、
従
小
師
二
人
、
行
者
一
人
。
留
在
山
院
事

由
。

右
、
僧
等
為
求
佛
法
、
渉
海
遠
来
。
雖
到
唐
境
、
未
遂
宿
願
。

（
中
略
）
今
蒙
県
司
勘
問
、
具
事
由
如
前
。

牒
件
状
如
前
。
謹
牒
。

　
　

開
成
四
年
七
月
二
十
日　
　

日
本
國
僧�

圓
仁
状
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

従
僧
惟
正
、
僧
惟
暁
、
行
者

丁
雄
万
奉
帖

　

実
際
に
県
帖
の
訊
問
に
対
し
て
、
円
仁
だ
け
で
な
く
、
円
仁
一
行

の
受
入
側
と
し
て
赤
山
法
華
院
も
次
の
文
書
（『
行
記
』
巻
二
、
開

成
四
年
七
月
二
十
八
日
条
）
を
発
し
た
。

青
寧
郷
赤
山
院
状
上

　

勘
日
本
國
僧
人
船
上
不
帰
事
由
等
状

右
、
日
本
國
僧
圓
仁
、
小
師
惟
正
・
惟
暁
、
行
者
計
四
人
、

（
中
略
）
謹
具
状
上
、
事
由
如
前
。

　
　

開
成
四
年
七
月　

日　
　
　

赤
山
院
主
僧�

法
清
状

　

同
じ
返
答
の
文
書
と
し
て
、
赤
山
法
華
院
の
発
し
た
文
書
は
明
ら

か
に
申
状
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
の
で
、
円
仁
も
同
じ
く
申
状
を
使

う
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
書
②
文
末
の
「
牒
件
状
如
前
、
謹
牒
」

は
一
見
す
る
と
牒
式
文
書
の
形
式
の
よ
う
に
見
え
、
署
名
の
「
発
信

者
状
帖
」
は
帖
式
文
書
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
青
木
氏
は
、「
帖
」

を
「
牒
」
の
混
用
と
み
て
、
文
書
②
の
よ
う
な
「
発
信
者
帖
」
で
終

わ
る
文
書
を
す
べ
て
牒
式
文
書
と
し
た）

（（
（

。
し
か
し
、
前
述
の
県
帖
に

続
き
、
円
仁
一
行
の
動
向
及
び
居
場
所
を
調
べ
る
た
め
に
、
も
う
一

通
の
県
帖
が
下
っ
た
。
次
の
文
書
③
は
そ
の
返
答
文
書
で
あ
る
。

日
本
國
僧
圓
仁
等
状
上

　

�

奉
帖
勘
問
抛
卻
在
赤
山
院
日
本
國
僧
三
人
、
行
者
一
人
、
東

西
存
亡
事
由
状
。

右
、
僧
等
為
慕
佛
法
、
權
住
山
院
、
已
得
穩
善
。
欲
擬
便
出

遊
、
禮
諸
處
。
縁
時
臨
寒
、
未
有
東
西
、
在
此
山
院
過
冬
。
到

春
巡
禮
名
山
、
訪
尋
聖
跡
。
僧
等
情
願
状
報
先
了
。
今
蒙
帖
勘

東
西
存
亡
、
謹
具
事
由
、
状
上
如
前
。
牒
件
状
如
前
、
謹
牒
。

　
　

開
成
四
年
九
月
三
日　

日
本
國
僧
圓
仁
等
帖
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こ
れ
を
牒
式
文
書
だ
と
す
れ
ば
、
冒
頭
の
「
発
信
者
状
上
」
は
矛

盾
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、「
牒
件
状
如
前
、

謹
牒
」
と
い
う
牒
式
文
書
に
よ
く
見
ら
れ
る
文
言
は
ど
う
理
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。
小
野
勝
年
氏
は
右
の
文
書
②
の
「
帖
」
を
「
牒
」

の
誤
り
で
あ
り
、
牒
は
本
来
官
庁
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
る
書
式
で
あ

る
と
理
解
し
、
円
仁
が
状
式
で
は
な
く
、
牒
式
を
用
い
る
の
は
、
彼

の
身
分
が
官
僧
で
あ
り
、
国
家
か
ら
派
遣
さ
れ
て
求
法
を
行
う
と

い
っ
た
考
え
方
が
強
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
と
指
摘
し
た）

（（
（

。
一
方
、

赤
木
崇
敏
氏
は
敦
煌
帰
義
軍
時
期
の
状
文
書
を
考
察
し
、
冒
頭
ま
た

は
文
末
に
「
状
」・「
状
上
」
が
あ
り
な
が
ら
、「
不
敢
不
申
」「
伏
聴

処
分
」
及
び
「
牒
件
状
如
前
、
謹
牒
」
な
ど
牒
式
文
書
用
語
も
混
用

す
る
事
例
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
『
石
林
燕
語
』
巻
三
、
唐
旧
事
、
門

状
条
に
「
至
於
府
県
官
見
長
吏
、
諸
司
僚
属
見
官
長
、
藩
鎮
人
朝
見

宰
相
及
台
参
、
則
用
公
状
。
前
具
銜
称
、「
右
某
謹
抵
候
」、「
某
官

伏
听
処
分
」、「
牒
件
状
如
前
、
謹
牒
」
此
乃
申
状
。
非
門
状
也
」
と

あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
牒
式
用
語
を
混
用
し
た
文
書
は
状
文
書
で
あ

る
と
論
じ
た）

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、「
牒
件
状
如
前
、
謹
牒
」
な
ど
を
用

い
る
文
書
が
必
ず
し
も
牒
式
文
書
だ
と
は
言
い
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
文
末
の
署
名
「
発
信
者
状
帖
／
帖
」
を
ど
う
と
ら
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。
帖
式
文
書
が
官
府
の
下
達
文
書
で
あ
る
こ
と
は
先

行
研
究
で
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る）

（（
（

。
円
仁
文
書
に
署
名
「
発
信
者

帖
」
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
円
仁
が
下
達
文
書
を
発
し
た
は
ず
は

な
く
、
書
式
規
定
と
実
際
の
使
用
例
の
ズ
レ
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
官
府
の
下
し
た
帖

文
書
に
対
す
る
返
答
文
書
な
の
で
、
こ
の
場
合
は
ま
だ
唐
の
行
政
文

書
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
円
仁
の
誤
用
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思

わ
れ
る
。

　

前
掲
の
文
書
②
・
③
の
よ
う
な
誤
用
は
ほ
か
に
も
何
通
か
確
認
で

き
る
が
、
申
状
の
書
式
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た
文
書
も
多
く
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
開
成
五
年
三
月
二
日
に
登
州
開
元
寺
に
到
着
し
た
円

仁
は
、
五
日
に
早
速
次
の
文
書
⑬
を
発
し
、
公
験
を
申
請
し
た
。

日
本
國
求
法
僧
圓
仁
状
上

　

�

請
賜
公
驗
、
往
赴
五
台
等
名
山
及
諸
方
處
巡
禮
聖
跡
、
尋
師

學
法
。

　

�

僧
圓
仁
、
弟
子
惟
正
、
惟
曉
、
行
者
丁
雄
萬
、
緣
身
剃
刀
衣

鉢
等
。

右
、
圓
仁
等
本
心
志
慕
釋
教
、
修
行
佛
道
。
遠
聞
中
華
五
台
等

諸
處
…
…
恐
所
在
州
縣
、
關
津
、
口
鋪
及
寺
舍
等
不
練
行
由
、

伏
望
使
君
仁
造
、
特
賜
公
驗
、
以
為
憑
據
。
伏
請
處
分
。
牒
件

状
如
前
、
謹
牒
。

　
　

開
成
五
年
三
月
三
日���

日
本
國
求
法
僧�

圓
仁
状
上

　

こ
の
文
書
は
間
違
い
な
く
申
状
と
い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
で
は
冒
頭
は
「
発
信
者
状
／
状
上
」、
本
文
は
「
右
」
で
始
ま
っ

て
、
署
名
「
発
信
者
状
／
状
上
／
帖
」
で
終
わ
る
文
書
を
「
申
状
」
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に
分
類
す
る
。

２
．
起
居
状

　
「
起
居
」
と
は
、
日
常
生
活
、
寝
食
の
意
で
、
転
じ
て
尊
長
者
の

起
居
・
機
嫌
・
安
否
な
ど
を
い
う
。
書
儀
に
お
い
て
は
、
尊
長
者
の

安
否
を
た
ず
ね
る
文
書
を
起
居
状
・
起
居
啓
状
と
い
い
、
本
稿
で
は

「
起
居
状
」
と
称
す
る
。
円
仁
文
書
に
は
九
通
の
起
居
状
が
あ
り
、

多
く
は
官
人
ま
た
は
僧
侶
宛
の
文
書
で
あ
る
。
起
居
状
に
関
し
て

は
、
敦
煌
文
献
Ｐ
二
六
四
六
、
唐
・
大
中
年
間
張
敖
撰
『
新
集
吉
凶

書
儀
』、「
起
居
状
」
の
項
に
は
、

孟
春
猶
寒
、
伏
惟
官
位
尊
體
動
止
萬
福
、
即
日
某
蒙
恩
。
限
以

卑
守
、
不
獲
拜
伏
、
下
情
無
任
戀
結
之
至
。
謹
奉
状
起
居
。
不

宣
、
謹
状
。
某
月
日
具
官
階
姓
名
状
上

某
官
閣
下　

謹
空　

と
あ
る
。
円
仁
文
書
の
起
居
状
（
文
書
⑨
）
の
一
例
を
提
示
す
れ
ば
、

生
年
未
祗
奉
、
久
承
高
風
、
伏
增
欽
仰
。
仲
春
已
暄
、
伏
惟
大

使
尊
體
動
止
萬
福
。
即
此
圓
仁
遙
蒙
仁
德
、
無
任
勤
仰
。
圓
仁

為
果
舊
情
、
淹
滯
唐
境
。
微
身
多
幸
、
留
游
大
使
本
願
之
地
。

感
慶
之
外
、
難
以
喩
言
。
圓
仁
辭
郷
之
時
、
伏
蒙
築
前
太
守
寄

書
一
封
轉
獻
大
使
。
忽
遇
船
沈
淺
海
、
漂
失
資
物
、
所
付
書
劄

隨
波
沈
落
。
悵
恨
之
情
、
無
日
不
積
。
伏
冀
莫
賜
怪
責
。
祗
奉

未
期
。
但
增
馳
結
之
情
。
謹
奉
状
起
居
。
不
宣
、
謹
状
。

　
　

開
成
五
年
二
月
十
七
日　
　
　

�

日
本
國
求
法
僧
傳
燈
法
師

位�

圓
仁
状
上

清
海
鎮
大
使��

麾
下
謹
空

の
ご
と
く
で
あ
る
。
赤
山
法
華
院
に
到
着
し
た
円
仁
に
対
し
、
清
海

鎮
大
使
張
宝
高
は
大
唐
売
物
使
崔
兵
馬
司
を
遣
わ
し
て
円
仁
を
慰
労

し
た
。
そ
の
後
、
円
仁
は
張
大
使
に
右
の
起
居
状
を
発
し
、
筑
前
太

守
に
頼
ま
れ
た
張
宝
高
宛
の
手
紙
を
失
く
し
た
こ
と
を
通
達
し
た
。

円
仁
は
こ
の
張
宝
高
や
唐
の
知
巡
侍
御
な
ど
の
官
人
だ
け
で
な
く
、

寺
院
の
僧
侶
宛
に
も
起
居
状
を
発
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん

在
唐
期
間
中
の
人
間
関
係
を
維
持
し
、
求
法
巡
礼
の
旅
を
順
調
に
進

め
る
た
め
で
あ
る
。

��

な
お
、
末
尾
の
文
言
に
「
謹
奉
状
起
居
」
の
五
字
が
な
い
文
書
も

何
通
か
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
を
起
居
状
の
範
疇
に
入
れ
て
し
ま
う

の
は
全
く
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
冒
頭
の

文
言
と
い
い
、
全
体
の
ス
タ
イ
ル
と
い
い
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
起
居

状
と
ほ
ぼ
同
じ
定
型
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
書
信
」
と
い
う
べ
き
も
の

で
あ
る
が
、
今
は
こ
れ
ら
を
「
起
居
状
」
の
一
変
型
と
見
て
お
き
た

い
）
（（
（

。
３
．
乞
賜
物
状

　

円
仁
は
請
益
僧
で
あ
り
、
赤
山
法
華
院
の
僧
侶
の
協
力
で
唐
に
在

留
で
き
た
が
、
基
本
的
に
は
不
法
滞
在
者
の
身
分
で
あ
る
が
ゆ
え
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に
、
唐
政
府
か
ら
の
供
給
（
駅
の
利
用
・
食
糧
な
ど
）
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
至
る
と
こ
ろ
で
他
人
の
布
施
を
必
要
と

し
た
。
円
仁
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
途
中
で
百
姓
の
家
に
泊
っ
た
り
、

食
事
を
与
え
ら
れ
た
り
し
た
が
、
天
候
不
順
の
場
合
は
、
官
人
ら
に

布
施
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
円
仁
文
書
に
は
、
路

次
の
官
人
ら
に
布
施
を
願
っ
た
書
状
が
二
通
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
文

書
は
状
の
書
式
を
取
っ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
物
を
乞

う
文
書
を
「
乞
賜
物
状
」
と
称
す
る
。
そ
の
一
通
（
文
書
⑱
）
を
提

示
す
る
と
、

日
本
國
求
法
僧
圓
仁

　

請
施
齋
糧

右
、
圓
仁
等
遠
辭
本
國
、
訪
尋
釋
教
。
為
請
公
驗
、
未
有
東

西
。
到
處
為
家
、
饑
情
難
忍
。
緣
言
音
別
、
不
能
專
乞
。
伏
望

仁
恩
、
舍
香
積
之
餘
供
、
賜
異
蕃
之
貧
僧
。
先
賜
一
中
、
今
更

惱
亂
、
伏
深
悚
愧
。
謹
遣
弟
子
惟
正
状
。
謹
疏
。

　
　

開
成
五
年
三
月
廿
五
日　
　
　

日
本
國
求
法
僧
圓
仁
状
上

員
外�

閣
下
謹
空

の
ご
と
く
で
あ
る
、
こ
の
文
書
を
提
出
す
る
前
に
、
円
仁
は
日
記
に
、

　

從
登
州
文
登
縣
至
此
青
州
、
三
、
四
年
來
蝗
蟲
災
起
、
吃
卻

五
穀
、
官
私
饑
窮
。
登
州
界
專
吃
橡
子
為
飯
。
客
僧
等
經
此
險

處
、
糧
食
難
得
。
粟
米
一
鬥
八
十
文
、
粳
米
一
鬥
一
百
文
。
無

糧
可
吃
。
便
修
状
、
進
節
度
副
使
張
員
外
乞
糧
食
。（『
行
記
』

巻
二
、
開
成
五
年
三
月
二
十
五
日
条
）

と
記
し
た
。
登
州
文
登
県
か
ら
青
州
に
か
け
て
、
三
、
四
年
間
凶
作

で
あ
り
、
自
力
で
は
食
べ
て
い
け
な
か
っ
た
た
め
、
節
度
副
使
張
員

外
に
布
施
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。
円
仁
の
乞
賜
物
状
を
受
け
取
っ
た

官
人
ら
は
、
相
手
が
公
験
を
所
持
し
て
い
な
い
と
は
い
っ
て
も
、
円

仁
の
要
望
に
快
く
応
え
て
い
た
。

４
．
謝
賜
物
状

　

前
項
で
言
及
し
た
乞
賜
物
状
を
受
け
取
っ
て
布
施
し
た
官
人
も
い

れ
ば
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
布
施
を
す
る
官
人
も
い
た
。
両
者
に
対

し
て
、
円
仁
は
「
謝
賜
物
状
」
を
発
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。『
行
記
』
巻
二
、
開
成
五
年
三
月
三
日
条
に
は
、

　

前
略
…
…
從
載
門
入
參
見
使
君�

、
邀
上
廳
裡
啜
茶
。
使
君

手
書
施
両
碩
米
、
両
碩
面
、
壹
鬥
油
、
一
鬥
酢
、
一
鬥
鹽
、
柴

三
拾
根
、
以
宛
旅
糧
。

と
あ
り
、
円
仁
は
三
月
五
日
早
朝
、「
状
を
奉
じ
て
使
君
に
謝
」
し

た
。
そ
の
状
（
文
書
⑫
）
を
示
す
と
、

日
本
國
求
法
僧
圓
仁

伏
蒙
給
賜
米
貳
碩
、
面
貳
碩
、
油
壹
鬥
、
酢
壹
鬥
、
鹽
壹
鬥
、

柴
三
拾
根
。（
中
略
）
謹
奉
状
陳
謝
。
不
宣
、
謹
状
。

　
　

開
成
五
年
三
月
五
日　
　
　

日
本
國
求
法
僧�

圓
仁
状
上

使
君�
節
下
謹
空
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の
ご
と
く
で
あ
る
。
円
仁
文
書
に
は
謝
状
が
五
通
あ
り
、
前
述
の
起

居
状
と
同
じ
く
尊
長
者
宛
の
私
的
文
書
で
あ
る
。
呉
麗
娯
氏
は
敦
煌

文
献
『
吉
凶
書
儀
』
採
録
の
表
状
書
儀
を
考
察
し
、
官
人
同
士
で
よ

く
交
わ
し
た
文
書
と
し
て
は
、
賀
儀
と
謝
儀
が
そ
の
主
体
で
、
内
容

は
昇
進
・
祭
日
・
起
居
を
賀
う
も
の
と
下
賜
を
感
謝
す
る
も
の
で
あ

る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
敦
煌
地

域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
李
商
隠
・
羅
隠
な
ど
唐
末
期
の
文
人
の
文
集
に

も
、
前
述
の
謝
状
・
賀
状
の
占
め
る
割
合
は
皇
帝
に
上
進
す
る
謝

表
・
賀
表
を
遥
か
に
超
え
て
い
る
と
い
う）

（（
（

。

　

つ
ま
り
、
上
司
宛
の
起
居
状
・
謝
状
な
ど
の
文
書
は
、
唐
後
期
の

官
僚
政
治
と
社
会
生
活
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
一
部
と
な
っ
て
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
で
生
き
て
い
た
円
仁
は
、
官
僚

社
会
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
た
び
た
び

官
人
ら
に
こ
れ
ら
の
私
的
文
書
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

５
．
献
物
状

　

敦
煌
文
献
に
は
、
前
述
の
起
居
状
・
謝
状
な
ど
儀
礼
的
文
書
の
ほ

か
に
、
上
司
に
物
品
を
上
進
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
「
献
物
状
」
も

あ
る
。
円
仁
文
書
に
は
二
通
の
献
物
状
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は

官
人
で
は
な
く
、
長
安
青
龍
寺
真
和
尚
に
物
品
を
贈
る
際
に
添
え
ら

れ
た
文
書
で
あ
る
。
そ
の
一
通
（
文
書
㉙
）
を
提
示
す
る
と
、

　

錢
壹
拾
貫
文

右
、
雖
輕
少
、
謹
表
重
誠
、
伏
望
檢
領
。
圓
仁
為
法
遠
來
、
喜

遇
和
尚
、
求
學
胎
藏
大
法
。
伏
請
慈
悲
、
特
垂
付
授
。
伏
願
弘

傳
佛
法
、
利
益
有
情
。
無
任
勤
欽
之
誠
。
謹
奉
状
、
謹
白
。

　
　

會
昌
元
年
四
月
廿
八
日　
　
　

日
本
國
求
法
僧�

圓
仁
上

青
龍
寺
真
和
尚�

法
前

表
一　
円
仁
文
書
一
覧
表
（
（（
（

申
状

十
六
通
文
書
②
（
六
六
頁
）、
文
書
③
（
六
九
―
七
〇
頁
）、
文

書
⑪
（
八
五
―
八
六
頁
）、
文
書
⑬
（
八
七
―
八
八

頁
）、
文
書
⑯
（
九
〇
頁
）、
文
書
⑰
（
九
五
頁
）、
文

書
㉒
（
一
四
〇
―
一
四
一
頁
）、
文
書
㉓
（
一
四
一
頁
）、

文
書
㉕
（
一
四
四
頁
）、
文
書
㉛
（
一
五
二
頁
）、
文
書

㉞
（
一
五
七
頁
）、
文
書
㊱
（
一
六
〇
―
一
六
一
頁
）、

文
書
㊱
（
一
七
二
―
一
七
三
頁
）、
文
書
㊲
（
一
七
三

頁
）、
文
書
㊳
（
一
七
三
頁
）、
文
書
㊴
（
一
七
三
―
一

七
四
頁
）

献
物
状

二
通

文
書
㉘
（
一
五
〇
頁
）、
文
書
㉙
（
一
五
〇
―
一
五
一

頁
）

乞
賜
物
状
二
通

文
書
⑱
（
九
五
―
九
六
頁
）、
文
書
⑳
（
九
六
―
九
七

頁
）

起
居
状

九
通

文
書
⑥
（
七
七
頁
）、
文
書
⑦
（
七
八
―
七
九
頁
）、
文

書
⑧
（
八
頁
）、
文
書
⑨
（
八
一
頁
）、
文
書
⑮
（
九
〇

頁
）、
文
書
㉔
（
一
四
三
頁
）、
文
書
㉖
（
一
四
四
―
一

四
五
頁
）、
文
書
㉗
（
一
五
〇
頁
）、
文
書
㉝
（
一
五
五

頁
）

謝
賜
物
状
五
通

文
書
⑩
（
八
一
頁
）、
文
書
⑫
（
八
六
―
八
七
頁
）、
文

書
⑲
（
九
六
頁
）、
文
書
㉑
（
九
七
頁
）、
文
書
㉚
（
一

五
一
頁
）
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仁
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析

四
五

の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
円
仁
が
真
和
尚
に
「
錢
壹
拾
貫

文
」
を
贈
っ
た
の
は
、
胎
藏
大
法
を
学
ぶ
た
め
で
あ
っ
た
。
円
仁
は

開
成
五
年
（
八
四
一
）
八
月
二
〇
日
に
長
安
に
至
り
、
城
内
の
寺
院

を
廻
っ
て
仏
教
経
典
を
学
ん
だ
。
た
だ
し
、
そ
の
前
に
、
束
脩
（
学

費
）
と
し
て
の
金
銭
ま
た
は
物
品
を
寺
院
の
関
係
者
に
献
上
し
た
の

で
あ
る
。

　

以
上
、
円
仁
文
書
を
整
理
・
分
類
し
て
み
る
と
、
状
式
文
書
は
合

計
三
十
四
通
で
あ
り
、
内
訳
は
申
状
が
十
六
通
、
起
居
状
・
謝
賜
物

状
・
献
物
状
・
乞
賜
物
状
な
ど
の
私
的
文
書
が
十
八
通
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
文
書
の
分
類
を
一
覧
表
に
す
る
と
、
表
一
の
ご
と
く
で
あ
る
。

私
的
文
書
が
多
い
の
は
、
よ
い
人
間
関
係
の
維
持
が
円
仁
の
巡
礼
生

活
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い

る
。

第
二
節
　
円
仁
文
書
と
円
珍
文
書
の
比
較

　

円
仁
と
円
珍
の
文
書
を
比
較
す
る
前
に
、
ま
ず
円
珍
文
書
を
簡
単

に
整
理
し
て
み
る
と
、
表
二
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
表
中
の

文
書
名
は
『
園
城
寺
文
書
』
第
一
巻
に
よ
る
名
称
で
あ
り
、
必
ず
し

も
各
文
書
の
種
類
を
反
映
す
る
と
は
限
ら
な
い
。「
公
験
」
は
申
請

者
の
申
請
書
を
引
用
し
、
そ
れ
を
承
認
す
る
文
書
と
し
て
発
行
さ
れ

る
の
で
、
申
請
書
引
用
の
部
分
は
円
珍
作
成
の
文
書
と
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
文
書
に
は
状
文
書
と
牒
式
文
書
が
あ
り
、
表
二

で
は
括
弧
で
そ
の
分
類
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
分
類
に
基
づ
い
て
、

円
仁
文
書
の
「
状
」
文
書
と
円
珍
文
書
の
書
式
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

１
．
申
状
の
比
較

　

円
珍
は
国
費
に
よ
っ
て
入
唐
し
た
た
め
、
帰
国
後
に
留
学
の
成
果

を
国
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
で
彼
は
台
州
刺
史
に
「
公

憑
印
信
」
を
発
行
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
次
の
「
乞
台
州
公
據
印
信

状
」
を
提
出
し
た
。

國
清
寺

　

日
本
求
法
僧
圓
珍

右
、
圓
珍
今
月
五
日
、
具
事
由
、
乞
賜
、
准
舊
例
、
將
所
寫
得

表
二　
円
珍
文
書
一
覧
（
（（
（

文
書
種
類

名
称

数
量

申
状

請
台
州
刺
史
両
字
及
印
信
状
、
再
請
台
州
刺
史
両
字
及
印

信
牒

２

牒

請
台
州
公
験
牒

１

謝
賜
物
状
請
賜
台
州
公
験
牒

１

公
験

鎮
西
府
公
験
（
日
本
発
行
・
申
状
）、
福
州
公
験
（
牒

式
）、
温
州
橫
陽
縣
公
験
（
牒
式
）、
温
州
安
固
縣
公
験

（
牒
式
）、
温
州
永
嘉
縣
公
験
（
牒
式
）、
台
州
黄
岩
縣
公

験
（
牒
式
）、
台
州
臨
海
縣
公
験
（
牒
式
）、
台
州
公
験
請

状
（
牒
式
）

８



史
観
第
一
七
六
冊

四
六

經
卷
數
並
請
憑
據
状
等
僅
隨
状���

呈
伏
蒙

…
…
（
中
略
）
…
…
…
…
…
…
…
…
所
請　
　

大
唐
公
憑
印
信
、

伏
乞

使
君
仁
恩
、
特
賜
准
前
例　
　

處
分
、
下
情
無
任
兢
惶
瞻

望
…
…
（
中
略
）
…
…

…
伏
聽　
　
　
　
　
　

處
分
。

牒
件
状
謹
具
如
前
、
謹
牒
。

　
　
　

大
中
十
二
年
三
月
五
日　
　

日
本
國
求
法
僧�

圓
珍
状

次
に
、
円
仁
が
公
験
を
申
請
す
る
た
め
に
登
州
刺
史
宛
に
発
し
た
申

状
（
文
書
⑯
）
を
提
示
す
る
。

日
本
國
求
法
僧
圓
仁

右
、
圓
仁
本
願
往
臺
山
、
經
夏
後
游
諸
處
、
巡
禮
聖
跡
。
恐
漸

時
熱
、
有
阻
行
李
。
先
有
状
、
惱
亂
使
君
公
驗
、
伏
請
處
分
。

牒
件
状
如
前
。
謹
牒
。

　
　

開
成
五
年
三
月
八
日　
　
　

日
本
國
求
法
僧�
圓
仁
状
上

　

両
文
書
の
構
文
を
比
較
し
て
み
る
と
、
表
三
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

表
三
を
見
れ
ば
、
文
の
長
短
の
差
は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
な
形
式

は
同
一
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
文
書
に
は
、
異
な

る
所
も
い
く
つ
か
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
両
者
は
同
じ
く
冒
頭
で

「
日
本
国
求
法
僧
＋
法
名
」
と
書
く
が
、
異
な
る
の
は
円
珍
文
書
に

は
文
書
作
成
当
時
の
所
在
地
を
前
に
記
す
こ
と
で
あ
る
。
円
珍
文
書

は
書
式
と
関
係
な
く
、
す
べ
て
円
珍
の
所
在
地
を
記
す
傾
向
が
あ

る
。
②
本
文
は
「
右
」
で
始
ま
る
が
、
末
尾
の
定
型
句
に
は
、「
伏

請
（
聴
）
處
分
。
牒
件
状
（
謹
具
）
如
前
、
謹
牒
」
と
い
っ
た
若
干

の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
③
末
尾
署
名
の
次
に
「
状
」
と
「
状
上
」
の

違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

実
際
に
は
、
円
珍
文
書
に
は
入
唐
公
験
（
鎮
西
府
公
験
）
が
一
通

残
っ
て
お
り
、
そ
の
文
書
か
ら
円
珍
の
申
請
文
書
を
抽
出
す
る
と
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

江
州
延
暦
寺
僧
圓
珍

　

為
巡
礼
共
大
唐
商
客
王
超
、
李
延
孝
等
、
入
彼
国
状
、

　

并
従
者
、
随
身
経
書
、
衣
物
等

　

僧
圓
珍
、
字
遠
塵
年
四
十
一
臈
廿
二

　
　

従
者�

僧
豐
智
年
卅
三
臈
十
三�

沙
彌
閑
靜
年
卅
一
俗
姓
海�

譯
語
丁
滿
年
卌

八�

物
忠
宗
年
卅
二
經
生
的
良
年
卅
五�

伯
阿
古
滿
年
廿
八�

大
全
吉

年
廿
三

　

�
隨
身
物
經
書
肆
佰
伍
拾
卷
、
三
衣
、
鉢
器
、
剔
刀
子
、
雜
資

具
等
、
名
目
不
注

表
三　
円
仁
・
円
珍
文
書
比
較
一
覧

文
書

円
仁
文
書

円
珍
文
書

冒
頭

日
本
國
求
法
僧
圓
仁

國
清
寺　

日
本
求
法
僧
圓
珍

本
文

右
、
圓
仁
…
…
伏
請
處
分
。

右
、
圓
珍
…
…
…
伏
聴
處
分
。

文
末

牒
件
状
如
前
。
謹
牒
。

牒
件
状
謹
具
如
前
、
謹
牒
。

署
名

日
本
國
求
法
僧�

圓
仁
状
上

日
本
國
求
法
僧�

圓
珍
状



円
仁
「
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と
書
式
分
析

四
七

右
、
圓
珍
、
為
巡
禮
聖
迹
、
訪
問
師
友
、
与
件
商
人
等
、
向
大
唐

國
、
恐
到
彼
国
、
所
在
鎮
鋪
、
不
練
行
由
、
伏
乞
判
付

公
験
、
以
為
憑
據
、
伏
聽
處
分
。

牒
件
状
如
前
。
謹
牒
。

�
仁
壽
三
年
七
月
一
日　
　
　

僧�

圓
珍
牒　
　
　

　

右
の
文
書
は
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
七
月
一
日
に
日
本
・
鎮
西
府

に
宛
て
た
公
験
申
請
文
書
で
あ
る
。
前
掲
の
円
仁
・
円
珍
の
両
申
状

の
よ
う
に
、
冒
頭
は
「
発
信
者
（
＋
状
／
状
上
）」、
本
文
は
「
右
…
」

で
始
ま
り
、
牒
件
状
（
謹
具
）
如
前
、
謹
牒
」
と
結
句
す
る
が
、
署

名
は
「
発
信
者
＋
牒
」
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
円
仁
文
書
に
も
同
じ

書
式
を
取
っ
て
い
る
文
書
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
書
も
す
べ
て
「
申

状
」
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
十
世
紀
の
敦
煌
で
も
「
発
信
者

＋
牒
」
と
「
発
信
者
＋
状
／
状
上
」
の
両
ダ
ッ
シ
ュ
が
見
ら
れ
る
。

２
．
謝
賜
物
状
の
比
較

　

円
仁
文
書
に
は
六
通
の
謝
賜
物
状
が
あ
っ
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

布
施
し
た
官
人
宛
の
文
書
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
円
珍
文
書
に

は
謝
賜
物
状
（
請
賜
台
州
公
験
牒
）
は
一
通
し
か
な
い
。
台
州
刺
史

宛
の
文
書
で
あ
り
、「
公
憑
印
信
」
発
行
に
対
す
る
次
の
謝
状
で
あ

る
。

國
清
寺

　

日
本
國
求
法
僧
圓
珍

右
、
圓
珍
遠
辭
郷　
　
　

國
、
幸
達　
　

大
邦
、
求
獲

真
正
出
家
之
乘
。
伏
遇

使
君
特
垂　
　

大
造
、
恩
獎
逾
越
、
批
印
誠

懇
。
行
由
荷
載
山
丘
、
終
身
感
惕
法
輝
、

二
國
福
流
萬
代
、
永
將
奉
資

使
君
旌
威
。
圓
珍
言
辭
謇
塞
、
窮
申
不
及
、

謹
專
状　
　

陳
謝
。
無
任
慚
惶
戰
懼
之
至
。
謹
具
如
前
、
伏

聽　
　
　
　

處
分
。

牒
件
状
謹
具
如
前
、
謹
牒
。

　
　
　
　
　
　

大
中
十
二
年
四
月
九
日����

日
本
國
僧�

圓
珍
状

　

一
方
、
円
仁
は
開
成
五
年
三
月
二
十
五
日
に
登
州
よ
り
青
州
に
至

り
、
数
年
の
蝗
虫
害
に
よ
る
食
糧
入
手
の
難
し
さ
を
訴
え
て
布
施
を

乞
う
状
を
節
度
副
使
に
出
し
た
。
張
副
使
は
そ
れ
に
応
え
て
米
麺
を

給
し
た
の
で
、
円
仁
は
次
の
謝
賜
物
状
（
文
書
⑲
）
を
発
し
た
。

　

日
本
國
僧
圓
仁
謹
謝

員
外
仁
造
、
給
米
面
。
不
勝
感
戴
、
難
以
銷
謝
。
下
情
〔
不
〕

任
感
愧
之
誠
。
謹
奉
状
陳
謝
。
不
宣
、
謹
状
。

　
　

開
成
五
年
三
月
廿
五
日　

日
本
國
求
法
僧�

圓
仁
状
上

員
外�

閣
下
謹
空

　

右
の
両
文
書
を
比
較
し
て
み
る
と
、
表
四
の
と
お
り
で
あ
る
。
両

文
書
の
相
違
点
を
ま
と
め
れ
ば
、
①
冒
頭
は
円
仁
文
書
「
発
信
者
＋

謹
謝
」、
円
珍
文
書
「
発
信
者
」
で
あ
る
こ
と
、
②
本
文
は
円
仁
文



史
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四
八

書
は
直
接
要
件
を
述
べ
、「
不
宣
、
謹
状
」
で
結
ぶ
の
に
対
し
て
、

円
珍
文
書
は
「
右
」
で
始
ま
り
、「
牒
件
状
如
前
、
謹
牒
」
で
結
句

す
る
こ
と
、
③
署
名
は
円
仁
文
書
「
発
信
者
＋
状
上
」、
円
珍
文
書

「
発
信
者
＋
状
」
で
あ
る
こ
と
、
④
円
仁
文
書
に
は
宛
名
を
記
す
こ

と
、
の
四
点
が
指
摘
で
き
る
。

　

円
仁
文
書
に
お
い
て
個
人
宛
の
謝
状
・
起
居
状
・
乞
賜
物
状
・
献

物
状
・
施
舎
疏
な
ど
の
私
的
文
書
は
、
す
べ
て
宛
名
を
記
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
右
の
円
珍
作
成
の
謝
状

は
、
明
ら
か
に
公
的
文
書
で
あ
る
申
状
の
書
式
を
取
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
他
人
の
布
施
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
円
仁
の
謝
状
は

あ
く
ま
で
も
個
人
間
の
往
来
し
た
私
文
書
で
あ
る
が
、
行
政
の
一
環

と
し
て
、「
公
據
印
信
」
を
発
行
し
て
く
れ
た
台
州
刺
史
に
対
し
て

感
謝
の
意
を
表
す
円
珍
の
謝
状
は
あ
る
意
味
に
お
い
て
官
文
書
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
同
じ
謝
状
で
あ
っ
て
も
、
異
な
っ
た
書

式
を
用
い
て
い
る
。

　

一
方
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
申
状
に
し
ろ
、
謝
状
に
し
ろ
、

署
名
に
関
し
て
は
、
円
仁
文
書
に
は
「
発
信
者
＋
状
上
」
が
多
く
見

ら
れ
る
が
、
円
珍
文
書
に
は
す
べ
て
「
発
信
者
＋
状
」
を
用
い
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
円
珍
文
書
と
比
べ
て
、
円
仁
文
書
の
言
葉
遣
い
は
よ

り
丁
寧
で
う
や
う
や
し
い
。
な
お
、『
慶
元
條
法
事
類
』
文
書
門
は

宋
代
の
基
準
で
あ
る
が
、
そ
の
ベ
ー
ス
は
唐
制
に
あ
る
の
で
、
参
考

に
し
て
み
て
も
、「
発
信
者
＋
状
上
」
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
円
仁
と
円
珍
の
署
名
の
差
の
背
景
と
し
て
は
、
不
法
滞
在
者
と

公
的
資
格
者
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
両
者
の
唐
に
お
け
る
身

分
の
差
、
お
よ
び
各
々
が
巡
り
合
っ
た
歴
史
環
境
と
密
接
な
関
わ
り

が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

第
三
節
　
円
仁
文
書
と
敦
煌
文
献
の
比
較

１
．
申
状
の
比
較

　

前
述
の
ご
と
く
、
円
仁
は
入
唐
求
法
の
宿
願
を
叶
え
る
た
め
に
唐

で
の
不
法
滞
在
を
決
意
し
、
赤
山
法
華
院
に
寄
寓
し
た
。
彼
は
「
山

院
に
て
冬
を
過
ご
し
、
春
に
到
り
て
遊
行
し
、
台
山
を
巡
礼
せ
ん
と

擬
す
」（『
行
記
』
巻
二
、
開
成
四
年
七
月
二
十
三
日
条
）
の
計
画
通

り
に
、
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
二
月
十
九
日
に
文
登
県
青
寧
郷
を
出

表
四　
円
仁
・
円
珍
文
書
比
較
一
覧

文
書

円
仁
文
書

円
珍
文
書

冒
頭

日
本
國
僧
圓
仁
謹
謝

國
清
寺
日
本
求
法
僧
圓
珍

本
文

員
外
仁
造
、
給
米
面
…
…
下
情

〔
不
〕
任
感
愧
之
誠
。
謹
奉
状

陳
謝
。

右
、
圓
珍
…
…
…
謹
專
状
陳

謝
。
無
任
慚
惶
戰
懼
之
至
。
謹

具
如
前
、
伏
聽
處
分
。

文
末

不
宣
、
謹
状
。

牒
件
状
如
前
。
謹
牒
。

署
名

日
本
國
求
法
僧�

圓
仁
状
上

日
本
國
求
法
僧�

圓
珍
状

宛
名

使
君�

節
下
謹
空
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仁
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能
的
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類
と
書
式
分
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四
九

発
し
、
同
年
三
月
三
日
に
登
州
に
到
着
し
、
早
速
公
験
を
申
請
す
る

た
め
、
左
の
文
書
（
文
書
⑬
）
を
登
州
都
督
府
に
提
出
し
た
。

日
本
國
求
法
僧
圓
仁
状
上

　

�
請
賜
公
驗
、
往
赴
五
臺
等
名
山
及
諸
方
處
巡
禮
聖
跡
、
尋
師

學
法
。
僧
圓
仁
、
弟
子
惟
正
、
惟
曉
、
行
者
丁
雄
萬
、
緣
身

剃
刀
衣
鉢
等
。

右
圓
仁
等
本
心
志
慕
釋
教
、
修
行
佛
道
。
遠
聞
中
華
五
臺
等
諸

處
、
佛
法
之
根
源
、
大
聖
之
化
處
。
西
天
高
僧
、
踰
險
遠
投
、

唐
國
名
德
、
遊
茲
得
道
。
圓
仁
等
舊
有
欽
羨
、
涉
海
訪
尋
、
未

遂
宿
願
。
去
開
成
四
年
六
月
内
、
到
文
登
縣
青
寧
郷
赤
山
新
羅

院
。
隔
生
緣
於
滄
溟
、
忘
懷
土
於
海
岸
。
幸
蒙
放
任
東
西
、
得

到
使
君
仁
境
。
今
欲
往
赴
諸
方
、
禮
謁
聖
跡
、
尋
師
學
法
。
恐

所
在
州
縣
、
關
津
、
口
鋪
及
寺
舍
等
不
練
行
由
、
伏
望
使
君
仁

造
、
特
賜
公
驗
、
以
為
憑
據
。
伏
請
處
分
。
牒
件
状
如
前
、
謹

牒
。

　
　

開
成
五
年
三
月
三
日　

日
本
國
求
法
僧
圓
仁
状
上

こ
れ
と
同
じ
書
式
を
敦
煌
文
献
Ｐ
三
七
三
〇
（
五
）（
年
不
明
）
に

見
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

報
恩
寺
僧
崇
聖　
　
　
　

�

状
上

　

右
崇
聖
一
奉
大
衆
驅
使
、
觸
事
不
允
衆
意
、
又
淹
經

　

歲
、
趨
事
無
能
、
雖
然
自
寸
栽
種
園
林
、
猶
若
青
雲
□

　

護
、
菓
物
每
供
、
僧
衆
不
憫
、
今
崇
聖
限
年
遊
蒲
柳
、

　

歲
當
桑
榆
、
疾
苦
疣
加
、
無
人
替
代
。
頭
風
眼
闇
、
衢
路

　

得
知
。
是
□
無
堪
、
恐
有
失
所
、
敢
投
状
。
伏
望

　

教
授
和
尚
商
量
、
放
老
那
逍
遙
養
性
、
任
性
閒

　

居
、
差
一
強
替
、
乞
垂
處
分
。

牒
件
状
如
前
。
謹
牒
。

�

申
年
十
月�

日�

崇
聖
状
上

　

上
状
人
の
報
恩
寺
僧
崇
聖
が
年
の
せ
い
で
病
に
襲
わ
れ
、
依
頼
さ

れ
た
仕
事
を
辞
退
す
る
た
め
に
、
右
の
文
書
を
寺
衙
に
提
出
し
た
。

右
の
円
仁
文
書
と
敦
煌
文
献
Ｐ
三
七
三
〇
（
五
）
を
比
較
し
て
み
る

と
、
次
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
両
文
書
は
同
一
の
構

文
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
で
、
円
仁
文
書
に
は
、
本
文
は
「
右
」
で
始
ま
り
、「
牒
件

状
如
前
、
謹
牒
」
で
結
ぶ
形
を
取
り
な
が
ら
、
署
名
だ
け
は
「
発
信

表
五　
円
仁
文
書
・
敦
煌
文
献
比
較
一
覧

文
書

円
仁
文
書

敦
煌
文
献

冒
頭

日
本
國
求
法
僧
圓
仁
状
上

報
恩
寺
僧
崇
聖�

状
上

本
文

右
僧
等
為
慕
佛
法
…
…
謹
具
事

由
、
状
上
如
前
。
右
崇
聖
一
奉

大
眾
驅
使
…
…
乞
望
處
分
。

文
末

牒
件
状
如
前
、
謹
牒
。

牒
件
状
如
前
、
謹
牒
。

署
名

開
成
五
年
三
月
三
日�

日
本
國
求

法
僧
圓
仁
状
上

申
年
十
月�

日�

崇
聖
状
上
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五
〇

者
＋
牒
」
と
書
か
れ
た
文
書
も
何
通
か
あ
る
。
同
じ
書
式
は
、
敦
煌

文
献
Ｐ
三
七
三
〇
（
四
）（
八
二
九
か
八
四
一
年
）
に
確
認
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
赤
木
崇
敏
氏
は
吐
魯
番
文
書
の
実
例
か
ら
唐
代
の
状

（
上
申
文
書
）
を
復
元
さ
れ
た）

（（
（

、
そ
れ
を
示
せ
ば
、

　
　

①　

発
出
主
体　

状
上　

宛
先

　
　

②　

事
書

　
　

③　

右
…（
本
文
）…
謹
録
状
上or

謹
状or

請
処
分or

聴
裁
。

　
　

④　

牒
件
状
如
前
、
謹
牒
。

　
　

⑤　
　
　
　
　
　

年
月
日　

発
信
者　

牒
。

　
　

※�

①
「
状
上
」
＋
宛
先
は
し
ば
し
ば
省
略
さ
れ
る
。
③
本
文
は

①
冒
頭
行
よ
り
も
一
字
か
ら
二
字
ほ
ど
下
げ
て
書
く
。
④
定

型
句
は
①
と
同
じ
高
さ
か
ら
書
き
始
め
、
③
本
文
よ
り
も
や

や
字
間
を
広
く
と
る
。
⑤
発
信
者
の
直
後
に
「
牒
」
と
記

す
。

の
ご
と
く
で
あ
る
。
円
仁
文
書
と
敦
煌
文
献
は
、
基
本
的
に
は
こ
れ

と
同
じ
書
式
に
則
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

２
．
謝
賜
物
状
の
比
較

　

こ
こ
で
は
、
円
仁
文
書
の
謝
賜
物
状
（
文
書
㉑
）
を
、
敦
煌
文
献

Ｓ
六
四
〇
五
ｖ
「
僧
恒
安
謝
司
空
賜
疋
段
状）

（（
（

」（
八
八
一
年
前
後
）

と
比
較
し
て
み
た
い
。
両
文
書
を
提
示
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

日
本
國
求
法
僧
圓
仁

伏
蒙
尚
書
仁
造
、
賜
給
布
三
端
、
茶
陸
斤
。
下
情
不
勝
感
戴
。

謹
奉
状
陳
謝
。
不
宣
、
謹
状
。

　
　

開
成
五
年
四
月
二
日�

日
本
國
求
法
僧�

圓
仁
状
上　

僧
恒
安

　

右
恒
安
二
月
廿
日
、
敦
煌
縣
令
宋
智
岳
使
迴
、
伏
奉

　

委
曲
兼
匹
段
等
、
跪
授
驚
惕
、
無
任
戰
懼
。
且
恒
安

　

生
自
邊
土
、
智
乏
老
誠
、
才
業
荒
殘
、
學
無
所

　

□
□
□
□［
空
］　

仁
瑞
、
天
與
孤
貞
、
槐

　

□
□
□
伏
蒙

　

司
空
猥
録
蠢

、
遠
寄
縑
緗
。
願
持
掃
灑
之
功
、

　

巨
答　
　
　

丘
山
之
福
、
限
以
夔
阻
、
不
獲
、

　

隨
状
陳

　

謝
。
謹
録
状
上
。（
以
下
、
欠
）

　

右
の
円
仁
文
書
は
、
食
料
を
施
さ
れ
た
円
仁
が
尚
書
に
感
謝
の
意

を
表
し
た
書
状
で
あ
り
、
敦
煌
文
献
Ｓ
六
四
〇
五
ｖ
は
、
司
空
か
ら

緞
子
を
も
ら
っ
た
僧
恒
安
が
発
し
た
謝
賜
物
状
で
あ
る
。
両
通
の
文

書
を
比
較
し
て
み
る
と
、
表
六
の
ご
と
く
で
あ
る
。
や
は
り
構
文
は

同
一
の
形
式
を
と
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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仁
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五
一

　

ち
な
み
に
、
敦
煌
文
献
Ｐ
二
四
六
四
・
張
敖
撰
『
新
集
吉
凶
書
儀
』

（
唐
・
大
中
年
間
）
に
は
、「
謝
賜
物
状
」
の
書
式
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
示
せ
ば
、

　
　

某
色
目
物

　
　

�

右
伏
奉
委
曲
、
特
賜
前
伴
物
捧
授�

限
以
卑
守
…
…
拜
謝
未
由
、

無
任
悚
懼
感
戴
之
至
。
謹
差
某
奉
状
陳
謝
，
謹
錄
状
上
。

の
ご
と
く
で
あ
る
。
唐
代
後
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
謝
賜
物
状
の
書

式
が
あ
っ
て
、
円
仁
ら
留
学
僧
は
こ
の
書
式
に
則
っ
て
文
書
を
草
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

３
．
起
居
状
の
比
較

　

こ
こ
で
は
、
円
仁
文
書
の
起
居
状
（
文
書
⑥
）
と
Ｐ
二
五
五
五
・

Ｐ
二
「
九
月
二
十
三
日
守
粛
州
長
史
周
弘
直
状
」（
年
不
明
）
と
比

較
し
て
み
る
。『
行
記
』
卷
二
、
開
成
五
年
正
月
二
十
日
条
に
「
当

院
の
綱
維
は
更
に
一
状
を
作
り
て
、
惟
正
及
び
院
家
の
使
い
を
差
わ

し
、
登
州
の
軍
事
押
衙
張
詠
の
宅
に
報
ぜ
し
む
。
求
法
僧
は
別
に
一

状
を
作
り
て
、
同
じ
く
押
衙
に
送
り
ぬ
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
円
仁

の
巡
礼
許
可
申
請
を
受
け
た
赤
山
法
華
院
の
綱
維
は
、
直
ち
に
登
州

軍
事
押
衙
張
咏
に
発
す
る
申
状
を
作
成
し
、
そ
し
て
円
仁
は
恐
ら
く

は
公
験
の
順
調
な
発
給
を
願
っ
て
、
左
の
張
咏
宛
て
の
起
居
状
を
出

し
た
。
一
方
、
敦
煌
文
献
は
守
粛
州
長
史
周
弘
直
が
長
史
留
後
に
発

し
た
起
居
状
で
あ
る
。

展
奉
年
開
、
春
景
惟
新
。
伏
惟
押
衙
尊
體
動
止
萬
福
。
即
此
圓

仁
蒙
推
免
。
先
日
、
伏
蒙
慈
流
存
問
、
殊
慰
勤
慕
、
無
任
感

慶
。
限
以
旅
情
、
不
獲
被
〔
見
〕。
豁
欣
之
誠
、
何
以
為
喩
。

圓
仁
欽
慕
尺
教
、
淹
留
唐
境
。
今
欲
往
赴
諸
方
、
尋
訪
聖
跡
。

伏
仰
洪
仁
、
事
幸
垂
恩
庇
。
謹
遣
弟
子
僧
惟
正
奉
状
代
身
、
不

〔
宣
〕、
謹
状
。

　
　

開
成
五
年
正
月
二
十
日　
　

日
本
國
求
法
僧�

圓
仁
状
上

張
押
衙�

侍
者
謹
空

季
秋
霜
冷
、
伏
惟

長
史
留
後
尊
體
動
止
萬
福
。
即
日
弘
直
蒙
恩
、
限

以
所
守
、
未
由
仗　
　
　
　

謁
。
謹
專
奉
状

起
居
、
不
宣
、
謹
状
。

　
　

�
九
月
二
十
三
日�

守
粛
州
長
史
檢
校
國
子
祭
酒
兼
禦
史
中

丞
上
柱
國�

周
弘
直　

状
上

表
六　
円
仁
文
書
・
敦
煌
文
献
比
較
一
覧

文
書

円
仁
文
書

敦
煌
文
献

冒
頭

日
本
國
求
法
僧
圓
仁

僧
恒
安

本
文

伏
蒙
尚
書
仁
造
、
賜
給
布
三
端
、

茶
陸
斤
。
下
情
不
勝
感
戴
。
謹

奉
状
陳
謝

右
恒
安
…
…
…
伏
奉
委
曲
兼
匹

段
等
…
隨
状
陳
謝
。

文
末

不
宣
、
謹
状
。

謹
録
状
上
。

署
名

日
本
國
求
法
僧�
圓
仁
状
上



史
観
第
一
七
六
冊

五
二

長
史
留
後�

閣
下
謹
空

　

右
の
二
通
の
起
居
状
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
表
七
の
ご
と
く
で
あ

る
。
両
者
の
書
式
は
同
一
の
形
式
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

前
掲
敦
煌
文
献
張
敖
撰
『
新
集
吉
凶
書
儀
』
に
は
、「
起
居
状
」

の
書
式
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ
を
示
せ
ば
、

孟
春
猶
寒
、
伏
惟
官
位
尊
體
動
止
萬
福
、
即
日
某
蒙
恩
、
限
以

卑
守
、
不
獲
拜
伏
、
下
情
無
任
戀
結
之
至
、
謹
奉
状
起
居
。
不

宣
、
謹
状
。���

某
月
日
具
官
階
姓
名
状
上

某
官
閣
下
謹
空

の
ご
と
く
で
あ
る
。
表
七
の
両
文
書
は
、
こ
の
書
式
に
ほ
ぼ
符
合
す

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
円
仁
は
当
時
の
書
儀
を
参
考
に
し
て
文
書
を

作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
円
仁
文
書
を
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
敦
煌
文
献
と

の
比
較
作
業
を
通
じ
て
分
析
し
た
。
円
仁
は
用
途
に
合
わ
せ
て
、
同

時
代
の
書
儀
を
参
考
に
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
文
書
を
草
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
円
仁
『
日
本
国
承
和
五
年
入
唐
求
法
目

録
』
に
「
鄭
余
慶
重
修
定
『
大
唐
新
修
定
公
卿
士
庶
内
族
吉
凶
書

儀
』
一
巻
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
彼
が
書
儀
を
見
て
い
た
こ
と
は
疑

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
円
仁
は
仏
教
経
典

だ
け
で
は
な
く
、
唐
で
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
書
儀
も
意
図
的
に
集

め
、
さ
ら
に
習
得
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

む
す
び

　

本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

①
『
行
記
』
に
見
え
る
総
計
三
十
四
通
の
円
仁
文
書
に
お
け
る

「
状
」
文
書
を
機
能
（
用
途
）
に
よ
っ
て
整
理
す
る
と
、
申
状
十
六

通
、
乞
賜
物
状
二
通
、
献
物
状
二
通
、
起
居
状
九
通
、
謝
状
五
通
に

分
類
で
き
る
。
唐
の
官
府
・
寺
衙
宛
の
公
的
文
書
が
十
八
通
、
官

人
・
高
僧
宛
の
私
的
文
書
が
二
十
一
通
で
あ
る
。
円
仁
文
書
に
は
私

文
書
が
多
く
、
そ
れ
は
唐
で
の
人
間
関
係
の
維
持
が
求
法
巡
礼
に
お

い
て
重
要
で
あ
っ
た
交
際
状
況
に
よ
る
。

　

②
円
仁
と
円
珍
は
日
本
人
僧
で
あ
る
た
め
、
二
人
の
作
成
し
た
同

表
七　
円
仁
文
書
・
敦
煌
文
献
比
較
一
覧

文
書

円
仁
文
書

敦
煌
文
献

冒
頭

な
し

な
し

本
文

展
奉
年
開
、
春
景
惟
新
。
伏
惟

押
衙
尊
體
動
止
萬
福
。
即
此
圓

仁
蒙
推
免
…
…
伏
仰
洪
仁
、
事

幸
垂
恩
庇
。

季
秋
霜
冷
、
伏
惟
長
史
留
後
尊

體
動
止
萬
福
。
即
日
弘
直
蒙
恩
、

限
以
所
守
、
未
由
仗
謁
。

文
末

謹
遣
弟
子
僧
惟
正
奉
状
代
身
、

不
〔
宣
〕、
謹
状
。

謹
專
奉
状
起
居
、
不
宣
、
謹
状
。

署
名

日
本
國
求
法
僧�

圓
仁
状
上

守
粛
州
長
史
檢
校
國
子
祭
酒
兼

禦
史
中
丞
上
柱
國
周
弘
直
状
上

宛
名

張
押
衙�

侍
者
謹
空

長
史
留
後�
閣
下
謹
空



円
仁
「
状
」
文
書
の
機
能
的
分
類
と
書
式
分
析

五
三

種
類
の
文
書
は
類
似
し
て
い
る
が
、
微
妙
な
違
い
も
存
在
す
る
。
特

に
言
葉
遣
い
の
面
で
は
、
円
仁
文
書
の
方
が
よ
り
丁
寧
で
あ
る
と
言

え
る
。
そ
の
相
違
は
両
者
の
唐
に
お
け
る
身
分
お
よ
び
各
々
が
巡
り

合
っ
た
歴
史
環
境
と
密
接
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

③
さ
ら
に
円
仁
文
書
を
敦
煌
文
献
お
よ
び
同
時
代
の
書
儀
と
照
合

す
る
と
、
い
ず
れ
も
同
じ
書
式
に
則
っ
て
草
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
一
方
、
円
珍
が
日
本
で
公
験
を
申
請
し
た
際
に
鎮
西
府
に
提
出

し
た
文
書
を
、
円
仁
・
円
珍
の
入
唐
後
に
唐
官
府
に
提
出
し
た
文
書

と
比
べ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
唐
の
官
文
書
は
当
時
の
日
本
の
官
文
書
の
書
式
に
も
通
用
し
た

こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　

④
円
仁
の
「
状
」
文
書
に
は
、
何
通
か
帖
・
牒
な
ど
に
よ
く
使
わ

れ
る
文
言
を
用
い
る
文
書
も
見
ら
れ
る
。
前
者
は
お
そ
ら
く
円
仁
の

誤
用
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
者
は
唐
後
半
期
の
敦
煌
文
献
に
も
し

ば
し
ば
同
じ
用
例
が
確
認
で
き
る
。
敦
煌
文
献
と
の
比
較
作
業
を
行

う
と
、
円
仁
文
書
は
書
式
か
ら
用
語
ま
で
ほ
と
ん
ど
そ
れ
と
一
致
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
唐
の
公
式
令
を
参
考
に
し
た
『
養
老

令
』
に
も
同
じ
官
文
書
の
書
式
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
円
仁
は
入

唐
す
る
前
に
す
で
に
日
本
に
伝
来
し
た
唐
代
の
官
文
書
と
書
信
を
習

得
し
、
入
唐
後
も
意
図
的
に
書
儀
を
収
集
し
勉
強
し
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　

な
お
、『
行
記
』
に
見
え
る
円
仁
の
文
書
は
、「
状
」
文
書
以
外
の

範
疇
に
入
れ
る
べ
き
文
書
も
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
書
式
の
分
析
は

別
稿
に
譲
り
た
い
。

謝
辞
：�

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
四
国
学
院
大
学
文
学
部
赤
木

崇
敏
准
教
授
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）�

園
城
寺
編
『
園
城
寺
文
書
』
第
一
巻
（
講
談
社
、
一
九
九
八
年
）。

（
２
）�

初
め
て
『
行
記
』
を
欧
米
に
紹
介
し
た
の
はEdw

in�O
ldfather�

Reischauer,�E
nninʼs T

ravels in T
ʼang China,�Ronald�Press�

Com
pany,�（（（（,�Edw

in�O
ldfather�Reischauer,�E

nninʼs 
D

iary: T
he R

ecord of a Pilgrim
age to China in Search of 

the Law
,�Ronald�Press�Com

pany,�（（（（

で
あ
る
。『
行
記
』
に

校
訂
・
訳
注
を
施
し
た
の
は
、
足
立
喜
六
注
釈
・
塩
入
良
道
補
注

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』（
平
凡
社
、
一
九
七
〇
―
一
九
八
五
年
）、

小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
の
研
究
』
第
一
・
二
・
三
・
四
巻

（
法
蔵
館
、
一
九
八
九
年
、
原
本
は
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
六
四
―

一
九
六
九
年
）、
顧
承
甫
、
何
泉
達
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』（
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
深
谷
憲
一
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』

（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
〇
年
）、
白
化
文
・
李
鼎
霞
・
許
德
楠
校
注

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』（
花
山
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
な
ど

の
研
究
が
あ
る
。『
行
記
』
で
使
わ
れ
た
語
彙
を
総
体
的
に
分
析
し

た
の
は
、
董
志
翹
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
詞
彙
究
』（
中
国
社
会
科



史
観
第
一
七
六
冊

五
四

学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
円
仁
に
関
す
る
研
究
は
、
佐
伯
有
清

『
円
仁
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）、
鈴
木
靖
民
編
『
円
仁
と

そ
の
時
代
』（
高
志
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
氏
編
『
円
仁
と
石
刻

の
史
料
学
：
法
王
寺
釈
迦
舎
利
蔵
誌
』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
）

な
ど
が
あ
る
。

（
３
）�

青
木
孝
『
円
仁
「
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
」
の
書
状
』（
青
山
学
院

女
子
短
期
大
学
学
芸
懇
話
会
、
一
九
八
二
年
）。

（
４
）�

中
村
裕
一
『
唐
代
官
文
書
研
究
』（
中
文
出
版
社
、
一
九
九
一

年
）、
四
九
二
―
五
〇
七
頁
。

（
５
）�

赤
木
崇
敏
「
唐
代
官
文
書
体
系
と
そ
の
変
遷
―
牒
・
帖
・
状
を
中

心
に
―
」、
平
田
茂
樹
・
遠
藤
隆
俊
編
『
外
交
史
料
か
ら
十
～
十
四

世
紀
を
探
る
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
―
七
五
頁
。

（
６
）�

本
稿
で
引
用
し
た
敦
煌
文
献
の
録
文
は
原
文
書
を
も
と
に
、.

唐

耕
耦
・
陸
宏
基
編
『
敦
煌
社
会
経
済
文
献
真
迹
釋
録
』
三
・
四
・
五

輯
（
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
、
一
九
九
〇
年
）
の
録
文
を

参
考
に
し
て
作
成
し
た
。

（
７
）�

『
唐
六
典
』
巻
一
、
尚
書
都
省
（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）、
一

一
頁
。

（
８
）�

前
掲
注
（
７
）『
唐
六
典
』
巻
八
、
二
四
一
―
二
四
二
頁
。

（
９
）�

赤
木
崇
敏
「
曹
氏
帰
義
軍
時
代
の
外
交
関
係
文
書
」（
大
阪
大
学

（（
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
人
文
学
」�

森

安
孝
夫
・
坂
尻
彰
宏
編
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
世
界
史
』
二
〇
〇
三

年
）、
呉
麗
娯
「
従
敦
煌
吐
魯
番
文
書
看
唐
代
地
方
行
政
機
構
行
用

的
状
」（『
中
華
文
史
論
叢
』
二
〇
一
〇
年
第
二
期
、
総
第
九
十
八

期
）、
同
氏
「
下
情
上
達
：
両
種
「
状
」
的
応
用
与
唐
朝
的
信
息
伝

逓
」（『
唐
史
論
叢
』
二
〇
〇
九
年
第
一
期
）。

（
（0
）�

中
村
裕
一
『
唐
代
制
勅
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）
四

三
八
―
四
三
九
頁
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
９
）
呉
論
文
（
二
〇
一
〇
年
）、
六
八
頁
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
２
）
小
野
著
書
第
二
巻
、
八
四
―
九
二
頁
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
９
）
呉
論
文
、
二
〇
一
〇
年
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
６
）
赤
木
論
文
、
四
二
―
四
七
頁
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
３
）
青
木
著
書
、
二
五
頁
。
な
お
、
赤
木
氏
は
「
牒
件

状
如
前
謹
牒
」
は
、
状
に
特
有
の
定
型
句
で
、
牒
式
と
は
関
係
な
い

と
さ
れ
て
い
る
（
赤
木
崇
敏
「
唐
代
前
半
期
の
地
方
文
書
行
政
―

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
検
討
を
通
じ
て
」
―
」『
史
学
雑
誌
』
一
一

七
―
一
一
、
二
〇
〇
八
年
・
前
掲
注
（
６
）
赤
木
論
文
）。

（
（（
）�

前
掲
注
（
２
）
小
野
著
書
第
二
巻
、
八
四
―
九
二
頁
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
９
）
赤
木
論
文
、
一
三
五
―
一
三
七
頁
。

（
（（
）�

樊
文
礼
・
史
秀
蓮
「
唐
代
公
牘
文
「
帖
」
研
究
」（『
中
国
典
籍
と

文
化
』
二
〇
〇
七
年
第
四
期
）
八
―
一
二
頁
、
荒
川
正
晴
「
唐
代
中

央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
帖
式
文
書
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」（
土
肥
義
和

編
『
敦
煙
・
吐
魯
番
出
土
漢
文
文
書
の
新
研
究
』
東
洋
文
庫
、
二
〇

〇
九
年
）、
二
七
一
―
二
九
一
頁
、
雷
聞
「
唐
代
帖
文
的
形
態
与
運

作
」（『
中
国
史
研
究
』
二
〇
一
〇
年
第
三
期
）、
八
九
―
一
一
六
頁
。

（
（（
）�

十
世
紀
の
例
で
あ
る
が
、
坂
尻
彰
宏
氏
は
敦
煌
文
献
を
も
と
に
起

居
状
の
書
式
を
復
元
し
た
（「
杏
雨
書
屋
蔵
敦
煌
秘
笈
所
収
懸
泉
索

什
子
致
沙
州
阿
耶
状
」『
杏
雨
』
十
五
、�

二
〇
一
二
年
、
三
七
四
―

三
八
九
頁
）。

（
（0
）�

呉
麗
娯
『
唐
礼
摭
遺
―
中
古
書
儀
研
究
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇



円
仁
「
状
」
文
書
の
機
能
的
分
類
と
書
式
分
析

五
五

〇
二
年
）、
五
三
六
・
五
四
五
頁
。

（
（（
）�

表
一
の
頁
は
顧
承
甫
・
何
泉
達
校
注
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。
な
お
、『
行
記
』
所

載
の
円
仁
文
書
は
冒
頭
と
文
末
が
欠
け
て
い
る
文
書
も
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
書
式
の
整
っ
て
い
る
文
書
し
か
採
録
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、『
行
記
』
所
載
「
円
仁
文
書
」
で
は
、
改
行
や
平
出
は
示
し

て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
「
円
珍
文
書
」
を
参
考
に
し
て
復
元
し

た
。

（
（（
）�

文
書
の
内
容
は
前
掲
注
（
１
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
）�

前
掲
注
（
（（
）
赤
木
論
文
（
二
〇
〇
八
年
）、
七
七
頁
。

（
（（
）�

敦
煌
文
献
「
僧
恒
安
謝
司
空
賜
疋
段
状
」
は
「
謹
録
状
上
」
の
左

で
紙
が
切
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
失
わ
れ
た
部
分
の
復
元
案
に

よ
っ
て
は
「
謝
賜
物
状
」
に
分
類
で
き
な
い
可
能
性
も
残
さ
れ
る
。


